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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月12日(2012.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実装される関連度システムであって、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　前記１つまたは複数のプロセッサに結合されたメモリであって、複数の命令を記憶し、
当該複数の命令は前記１つまたは複数のプロセッサにより実行されたときに、当該１つま
たは複数のプロセッサに、
　クエリ文字列に基づいた検索結果として受信した文書から文書情報を抽出する処理であ
って、前記文書情報は、複合語を有するユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）含む、
抽出する処理と、
　前記複合語を複数の別個の用語に分割する処理と、
　当該複数の別個の用語の少なくとも１つを用語の辞書中で見つける処理と、
　抽出された前記文書情報に基づきターゲットデータの文字列を生成する処理であって、
当該ターゲットデータ文字列は前記辞書中で見つけられた、前記複数の別個の用語の１つ
を含む、生成する処理と、
　前記ターゲットデータ文字列と前記クエリ文字列の間の編集距離を計算する処理であっ
て、順位付けの結果の一部として文書の関連度を決定する際に、前記編集距離が使用され
る、計算する処理と
　を実行させることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記文書情報は、タイトル情報、ＵＲＬ情報、クリック情報、またはアンカーテキスト
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　ＵＲＬに対する前記編集距離を計算するために、インデックス時間において前記文書情
報の複合語が分割されることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記複数の命令は前記１つまたは複数のプロセッサに、さらに、インデックス時間にお
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いて前記文書情報のアンカーテキストをフィルタリングしてアンカーテキストの上位順位
付けセットを計算する処理を実行させることを特徴と
する請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記文書情報は、タイトル文字、アンカー文字、クリック文字、またはＵＲＬ文字のう
ちの少なくとも１つを含み、前記文書情報と、ＢＭ２５Ｆ関数、クリック距離、ファイル
タイプ、言語およびＵＲＬ深さの生の入力特徴とに基づいて前記文書の関連度を計算する
ニューラルネットワークをさらに有することを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記編集距離は、前記データ文字列と前記クエリ文字列の間の近接性を高めるために、
用語の挿入および削除に基づいて計算されることを特徴とする請求項１に記載のシステム
。
【請求項７】
　前記編集距離は、前記データ文字列と前記クエリ文字列の間の近接性を高めるために、
用語の挿入および削除に関連付けられているコストに基づいて計算されることを特徴とす
る請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　文書の関連度を決定するコンピュータ実施の方法であって、
　検索プロセスの一部としてクエリ文字列をプロセッサにより受信するステップと、
　ユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）を、前記検索プロセス中に返された文書から
前記プロセッサにより抽出するステップと、
　前記ＵＲＬの複合語を別個の複数の用語に分割することにより前記ＵＲＬからターゲッ
トデータ文字列を前記プロセッサにより生成するステップと、
　前記ターゲットデータ文字列と前記クエリ文字列の間の編集距離を前記プロセッサによ
り計算するステップと、
　前記編集距離に基づいて関連度スコアを前記プロセッサにより計算するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記編集距離を計算するステップの一部として用語挿入を前記プロセッサにより使用す
るステップと、前記ターゲットデータ文字列を生成するために前記クエリ文字列に用語を
挿入する挿入コストを前記プロセッサにより計算するステップであって、前記コストは重
み付けパラメータとして表される、計算するステップをさらに備えることを特徴とする請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記編集距離を計算するステップの一部として用語削除を前記プロセッサにより使用す
るステップと、前記データ文字列を生成するために前記クエリ文字列の用語を削除する削
除コストを前記プロセッサにより計算するステップであって、前記コストは重み付けパラ
メータとして表される、計算するステップをさらに備えることを特徴とする請求項８に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記編集距離を計算するステップの一部として位置コストを前記プロセッサにより計算
するステップであって、前記位置コストは前記ターゲットデータ文字列内の１つまたは複
数の用語位置の用語挿入および用語削除に関連付けられている、ステップをさらに備える
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記編集距離を計算する全体コストを計算するため、前記ターゲットデータ文字列の文
字と前記クエリ文字列の文字の間で照合プロセスを前記プロセッサにより実行するステッ
プをさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　インデックス時間において前記データ文字列のＵＲＬの複合語を前記プロセッサにより
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分割することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記文書内の出現度数に基づいてアンカーテキストの上位順位付けセットを見出すため
に前記データ文字列のアンカーテキストを前記プロセッサによりフィルタリングするステ
ップをさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　前記セット内のアンカーテキストの編集距離を前記プロセッサにより計算するステップ
をさらに備えることを
特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記編集距離を計算するステップから導かれたスコアを、変換関数の適用後に２層ニュ
ーラルネットワークに前記プロセッサにより入力するステップであって、タイトル情報、
アンカー情報、クリック情報、またはＵＲＬ情報のうちの少なくとも１つおよびその他の
生の入力特徴に関連付けられている前記編集距離の計算に基づいて前記スコアが生成され
る、入力するステップをさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１７】
　文書の関連度を計算するコンピュータ実施の方法であって、
　クエリ文字列を検索プロセスの一部として前記プロセッサにより処理して文書の結果セ
ットを返すステップと、
　前記結果セットの文書から抽出された文書情報に基づいてターゲットデータ文字列を生
成するステップであって、前記文書情報は複合語を有するＵＲＬ情報を含み、前記複合語
を複数の別個の用語に分割しおよび用語の辞書中の前記複数の別個の用語の少なくとも１
つを見つけるステップを有する、生成するステップと、
　前記ターゲットデータ文字列と前記クエリ文字列の間の編集距離を、用語挿入、用語削
除および用語位置に基づいて、前記プロセッサにより、計算するステップと、
　前記編集距離に基づいて関連度スコアを前記プロセッサにより、計算するステップであ
って、前記関連度スコアは前記結果セットの前記文書を順位付けするために使用される、
計算するステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　用語挿入、用語削除、用語位置のそれぞれに関連付けられているコストを前記プロセッ
サにより、計算するステップと、前記コストを前記関連度スコアの計算に前記プロセッサ
により、組み込むステップとをさらに備えることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　インデックス時間において前記ＵＲＬの複合語を前記プロセッサにより、分割するステ
ップと、インデックス時間において前記アンカーテキスト情報を前記プロセッサにより、
フィルタリングして前記文書内のアンカーテキストの出現度数に基づいて前記アンカーテ
キストの上位順位付けセットを前記プロセッサにより、見出すステップとをさらに備える
ことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　ソースＵＲＬ文字列内の出現の順序でクエリ用語の文字列を構築するために前記クエリ
文字列の用語の出現を前記プロセッサにより、読み取るステップと、前記用語の間のスペ
ースを単語マークで前記プロセッサにより、充填するステップとをさらに備えることを特
徴とする請求項１７に記載の方法。
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